

































































































































































この (01 -Oz)の差が， もし何らかの外生的変数，研究主題と関係ない変数の影響などが
ないとすれば，実験的操作の効果を表現するはずである。
③ The Pretest-post-test Control Group Design 
②で記述した方法にはさまざまな統制されない要因が入って純粋な授業の効果だけを捉えられ
ない可能性があるので，さらに，次のようなデザインを考える。
グループ 事前 実験的操作 事後
(Experimental) R01 X 02 






























⑤ Solomon's Four-Group Design 
上記デザインについて，さらに第4のグループを追加しないと統制できない要因の効果を同定
するために，次のような Solomonの4グループデザインが考えられた。
グループ 事前 実験的操作 事後
(Experimental) R01 X 02 
Ost Control) ROs 04 
(2nd Cont ro I) X Os 





































グループ 事前 実験的操作 事後
Experimental 1 (E1) Be1 X1Y1 Ae1 
Experimental 2 (Eり Bez X1Y。 Ae2 
Experimental 3 (Es) Be3 X。Y1 Aes 
Experimental 4 (L) Be4 X。Y。 Ae4 































えば， ビデオ教材と印刷教材の 2水準）の組合せで効果を検討するタイプは 2元配置分散分析と





















場合のように， tI, t 2, …, t n の時点という n個の時点での測定値の 1セットを対象とした場
合にも応用できる。
実験計画法と分散分析に関しては，多くの文献があるが， Kirk(1968)あるいはその改定版で



































MDSの概念の入門書としては，林・飽戸 (1976), クラスカル・ウイッシュ(1980)(文献[10], 
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